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V850用リアルタイムOS RI850V4 V1.00.00ご使用上のお願い

RI850V4 V1.00.00 の使用上の注意事項を連絡します。

動作状態の周期ハンドラが起動しない問題 (No. 1)
可変長メモリプールから正しいメモリブロックを取得できない問題 (No. 2)

注： 各注意事項の後ろの番号は、RI850V4の注意事項の通し番号です。 

1.  動作状態の周期ハンドラが起動しない問題 (No. 1)

1.1 内容
    割り込みハンドラから、属性にTA_PHSの指定のない周期ハンドラへ
    sta_cycサービスコールを発行すると、sta_cycサービスコールの発行対象とは
    別の周期ハンドラが起動しなくなる場合があります。

    注： 起動しなくなった周期ハンドラの周期ハンドラ情報を参照すると、
         動作状態を示すTCS_STAが表示されます。
         なお、周期ハンドラ情報は、ref_cycサービスコール、統合開発環境
         CubeSuite+ のリアルタイムOSリソース情報パネルまたは タスクデバッガ
         RD850V4を使用して参照できます。

1.2 発生条件
    以下の条件をすべて満たす場合に発生します。
    (1) 属性にTA_PHSの指定のない周期ハンドラ"cychdrX"が起動状態のときに、
        OSタイマ処理が発生している。
    (2) (1)のOSタイマ処理中に割り込みハンドラ"inthdrA"から、(1)の"cychdrX"へ
        sta_cycサービスコールを発行している。

    ただし、上記の条件を満たしても、割り込みのタイミングやOS内部のデータ
    処理状態により、問題が発生しない場合があります。

1.3 回避策
    割り込みハンドラから、属性にTA_PHSの指定のない周期ハンドラへ
    sta_cycサービスコールを発行しないでください。



1.4 恒久対策
    次期バージョンで改修する予定です。

2. 可変長メモリプールから正しいメモリブロックを取得できない問題 (No. 2)

2.1 内容
    get_mplまたはtget_mplサービスコールでメモリブロックの先頭アドレスを
    取得できない場合があります。

2.2 発生条件
    以下の条件をすべて満たす場合に発生します。
    (1) 属性がTA_TPRIである可変長メモリプール"mplX"に対して、get_mplまたは
        tget_mplサービスコールを発行するタスクが2つ以上ある。
    (2) (1)のget_mplまたはtget_mplサービスコール処理中に、割り込みハンドラ
        "inthdrA"から(1)のタスクのいずれかに対してchg_pri または 
        ichg_priサービスコールを発行している。

    ただし、上記の条件を満たしても、OS内部のデータ処理状態により、
    問題が発生しない場合があります。

2.3 回避策
    発生条件を満たさないようにコードを変更してください。

2.4 恒久対策
    次期バージョンで改修する予定です。
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